
自治と共助による持続可能なまちづくり
L o c a l C o o p 大 和 高 原 プ ロ ジ ェ ク ト



奈良市月ヶ瀬地域（旧月ヶ瀬村）
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東部地域 ＝ 大和高原

月ヶ瀬

三重県
伊賀市

京都
南山城村

山添村

三重県
名張市

名張川

西部地域

60分

　月ヶ瀬地域
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5年後

高齢化率

年少人口割合

　 高齢化率 年少人口割合

船川 54% 5%

椿 65% 1%

戸賀 77% 0%

北浦 66% 2%

男鹿中 58% 2%

五里合 57% 3%

脇本 48% 6%

船越 33% 11%

若美 52% 4%

　月ヶ瀬の将来推計人口

現在 1,169人
高齢化率44.1%
（2025年6月1日）
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空き家率　2015年5.61％　▶　2019年22.55％

総農家数　2010年212　▶　2020年166

経営耕地面積　2010年310ha　▶　2020年226ha

飲食料品小売業　2004年13（従業者数35）▶　現在　3

　月ヶ瀬の現状

4軒に1軒が空き家

約2割減

約3割減

スーパー・コンビニ無し
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　脆弱な公共交通

伊賀上野奈良市街地 月ヶ瀬

月ヶ瀬口
JR関西本線

三重県

京都府

・2.5往復/日
・1,650円/回
・所要約70分
・約2人/便

・4.5往復/日
・760円〜1010円/回
・所要約30分〜90分
・約4人/便

奈良市負担
2400万円

アクセスなし
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全くあてはまらない=1 あまりあてはまらない＝2 どちらとも言えない＝3 ある程度あてはまる＝4 非常にあてはまる=5

全くあてはまらない=1 あまりあてはまらない＝2 どちらとも言えない＝3 ある程度あてはまる＝4 非常にあてはまる=5

全くあてはまらない=1 あまりあてはまらない＝2 どちらとも言えない＝3 ある程度あてはまる＝4 非常にあてはまる=5

全くあてはまらない=1 あまりあてはまらない＝2 どちらとも言えない＝3 ある程度あてはまる＝4 非常にあてはまる=5

54.7％

73.1％

88.3％

80.7％

令和6年度月ヶ瀬地域幸福度アンケート

　幸福度アンケート
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100年後も暮らせる
月ヶ瀬をつくる



Local Coop大和高原プロジェクト



自治の再構築と

共助の仕組みの実装に取り組み、
環境・社会・文化・経済が維持され、
心豊かで生活全体の満足感がある暮らし
ができる新たな共同体OSの構築
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　LocalCoop大和高原プロジェクトとは
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自治の再構築 共助の
仕組みづくり

　LocalCoopのポイント
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地域おこし協力隊制度を活用

地域住民の理事　5名
理事兼事務局長　1名

地域おこし協力隊　8名

　LocalCoopの体制



LocalCoop大和高原
プロジェクト

運営・ガバナンス

持続可能な行政・公共インフラの
実装

自然共生社会の形成
（再生可能エネルギー・生物多様
性・サーキュラーエコノミー）

自分ごと化会議

再生資源収集運搬業務
（MEGURU BOX）

コミュニティバス運行業務

おたがいマーケット
（共助型買物支援）

大和高原直送便
（共助型物産販売）

自治会連携事業

MEGURU-BIO
（バイオガス施設）

滞在拠点整備

生物多様性サイト整備

共助実装

月ヶ瀬ワーケーションルーム
ONOONO

アミタ連携事業
MEGURU 
STAION

三ッ輪ホールディン
グス連携事業

日本郵便連携事業

構想日本連携事業

自治の再構築

共助実装

月ヶ瀬

都市

関係人口創出

市委託

市委託

市委託

プロジェクトスタート

　事業展開



取組内容
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【排水設備を備えた石畳】

【生物多様性に配慮した庭】

坂田昌子
環境NGO虔十の会
代表／一般社団法
人コモンフォレス
ト・ジャパン理事

　生物多様性
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http://www.youtube.com/watch?v=Negg1KJijB8
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　再生資源収集運搬

36箇所の収集所 →

→

6箇所

いままで 現在

1ヵ月に1度
決められた日の朝 → 24時間365日

奈良市の一般財源
地域住民が運営
し、その収益を地
域に還元
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　再生資源の売却✕自治

令和6年度
再生資源売却金額

45,394円
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『議会のない月ヶ瀬にとっての選挙のようなもので、これ
が根付いて広がってほしい。良い取り組みをしてくれた。
地域のこと全てがこの仕組みに乗ると良いのに。』

『このプロジェクトに参加できたことで、私たちの過ごし
ている月ヶ瀬の課題を発見できただけでなく、月ヶ瀬のい
いところをたくさん再確認できました。私たちが中学生と
いう立場でこのプロジェクトに参加することによって、幅
広い年齢の人が月ヶ瀬に興味関心を抱き地域が活性化され
ることを願います。』

　住民コメント




